
CDP の実装： Cisco ASR 9000 Series Router

Cisco Discovery Protocol（CDP）は、ルータ、ブリッジ、アクセスサーバ、コミュニケーション
サーバ、スイッチを含め、シスコ製のあらゆる機器で動作する、メディアにもプロトコルにも依

存しないプロトコルです。 CDPを使用して、デバイスに直接接続しているすべてのシスコの装
置の情報を表示することができます。

この章では、Cisco IOS XRネットワークでの CDPの実装に必要な新規および改訂されたタスク
について説明します。

Cisco IOS XRソフトウェアでの CDPの詳細、およびこの章でリストされている CDPコマンドの
詳細については、関連資料, （10ページ）を参照してください。設定作業の実行中に出てくる
その他のコマンドのマニュアルを特定するには、オンラインで『CiscoASR9000SeriesAggregation
Services Router Commands Master List』内を検索してください。

表 1：CDP の実装の機能履歴： Cisco IOS XR ソフトウェア

変更内容リリース

この機能が導入されました。リリース 3.7.2

このモジュールは次のトピックで構成されています。

• CDPの実装の前提条件, 2 ページ

• CDPの実装について, 2 ページ

• CDPの実装方法：Cisco IOS XRソフトウェア, 3 ページ

• CDPの実装の設定例, 10 ページ

• その他の関連資料, 10 ページ
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CDP の実装の前提条件
適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必要
があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれます。
ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管理者に連
絡してください。

CDP の実装について
CDPの主な用途は、隣接するデバイスのプロトコルアドレスを取得し、そのデバイスのプラット
フォームを検出することです。また、CDPを使用して、ルータが使用するインターフェイスの情
報を表示できます。CDPはメディアとプロトコルに依存せず、ルータ、ブリッジ、アクセスサー
バ、スイッチなど、シスコ製のすべての機器で実行できます。

SNMPとCDPMIBを併用すると、ネットワーク管理アプリケーションは、隣接するデバイスのデ
バイスタイプと SNMPエージェントアドレスを認識し、それらのデバイスに SNMPクエリーを
送信できます。 CDPは CISCO-CDP-MIBを使用します。

CDPは、LAN、フレームリレー、ATM物理メディアなど、サブネットワークアクセスプロトコ
ル（SNAP）をサポートするすべてのメディアで実行されます。 CDPの動作はデータリンク層上
に限定されます。そのため、異なるネットワーク層プロトコルをサポートする 2つのシステム
が、相互について認識できます。

CDP用に設定された各デバイスからマルチキャストアドレスに対してメッセージが定期的に送信
されます。このメッセージはアドバタイズメントと呼ばれます。 各デバイスは、SNMPメッセー
ジを受信できるアドレスを少なくとも 1つアドバタイズします。アドバタイズには、存続可能時
間（保持時間）や情報も含まれています。これは、受信側のデバイスがCDP情報を破棄せずに保
持する時間の長さを示します。各デバイスは、他のデバイスから送信される定期的な CDPメッ
セージを待ち受けます。これは、隣接するデバイスについて認識し、メディアに対するインター

フェイスがアップまたはダウンした場合を判断するためです。

CDP Version-2（CDPv2）は、このプロトコルの最新リリースで、より高度なデバイストラッキン
グ機能を備えています。たとえば、より高速なエラー追跡が可能なレポートメカニズムなどが含

まれるため、コストがかかるダウンタイムを減らすことができます。レポートされるエラーメッ

セージは、コンソールまたはロギングサーバに送信でき、また接続ポートの一致していないネイ

ティブ VLAN ID（IEEE 802.1Q）インスタンス、および接続デバイス間の一致していないポート
デュプレックスステートをカバーできます。

CDPv2 showコマンドを実行すると、隣接するデバイスのVLANトランキングプロトコル（VTP）
管理ドメインとデュプレックスモード、CDP関連のカウンタ、および接続ポートの VLAN IDに
関する詳細な情報が出力されます。

Type-Length-Value（TLV）フィールドは、CDPアドバタイズメントに埋め込まれる情報ブロック
です。表 2：CDPv2の Type-Length-Value定義, （3ページ）に、CDPアドバタイズメントの
TLV定義の概要を示します。
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表 2：CDPv2 の Type-Length-Value 定義

定義TLV

文字列形式のデバイス名を識別します。デバイス ID TLV

受信デバイスと送信デバイス両方のネットワークアドレスリ

ストを含めます。

アドレス TLV

CDPパッケージが送信されるポートを指定します。ポート ID TLV

スイッチなど、デバイスタイプの形式でデバイスの機能を説

明します。

機能 TLV

デバイスが実行しているソフトウェアリリースバージョンに

関する情報を含めます。

バージョン TLV

Cisco 4500など、デバイスのハードウェアプラットフォーム
名を記述します。

プラットフォーム TLV

システムの設定済み VTP管理ドメイン名の文字列をアドバタ
イズします。隣接するネットワークノードの VTPドメイン
コンフィギュレーションを確認するために、ネットワークオ

ペレータが使用します。

VTP管理ドメイン TLV

インターフェイス上の非タグ付きパケットに対して想定され

る VLANをインターフェイス単位で示します。 CDPはイン
ターフェイスのネイティブVLANを認識します。この機能を
実装するのは、IEEE 802.1Qプロトコルをサポートするイン
ターフェイスの場合だけです。

ネイティブ VLAN TLV

CDPブロードキャストインターフェイスのステータス（デュ
プレックス設定）を示します。ネットワークオペレータが、

隣接するネットワーク要素間の接続の問題を診断するときに

使用します。

全二重/半二重 TLV

CDP の実装方法：Cisco IOS XR ソフトウェア

Enabling CDP
CDPをイネーブルにするには、まずルータで CDPをグローバルにイネーブルにしてから、イン
ターフェイス単位で CDPをイネーブルにする必要があります。ここでは、ルータ上で CDPをグ
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ローバルにイネーブルにし、次にインターフェイスでCDPをイネーブルにする方法について説明
します。

手順の概要

1. configure
2. cdp
3. interface type interface-path-id
4. cdp
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ステップ 1   

CDPをグローバルにイネーブルにします。cdp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# cdp

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。interface type interface-path-id

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
interface pos 0/0/0/1

ステップ 3   

特定のインターフェイス上で CDPをイネーブルにします。cdp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
cdp

ステップ 4   

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用しま

す。

ステップ 5   

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求
されます。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit
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目的コマンドまたはアクション

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファ
イルに変更が保存され、コンフィギュレーションセッ

ションが終了して、ルータがEXECモードに戻ります。

または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッション
が終了して、ルータが EXECモードに戻ります。変更
はコミットされません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーション
セッションが継続します。コンフィギュレーション

セッションは終了せず、設定変更もコミットされませ

ん。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、
コンフィギュレーションセッションを継続するには、commit
コマンドを使用します。

CDP デフォルト設定の変更
ここでは、デフォルトのバージョン、保持時間の設定、およびタイマーの設定を変更する方法に

ついて説明します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. configure
2. cdp advertise v1
3. cdp holdtime seconds
4. cdp timer seconds
5. 次のいずれかのコマンドを使用します。

• end

• commit

6. （任意） show cdp
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router#
configure

ステップ 1   

近接装置との通信にバージョン 1（CDPv1）だけを使用するように CDP
を設定します。

cdp advertise v1

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
cdp advertise v1

ステップ 2   

•デフォルトでは、CDPをイネーブルにすると、ルータから CDPv2
パケットが送信されます。相手先のデバイスで CDPv2パケットが
処理されない場合は、CDPv1パケットも送受信されます。

•この例では、ルータが CDPv1パケットだけを送受信するよう設定
されています。

ネットワークデバイスがルータから送信された CDPパケットを受信し
た後、破棄するまで保持する時間の長さを指定します。

cdp holdtime seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
cdp holdtime 30

ステップ 3   

•デフォルトでは、CDPがイネーブルの場合、受信ネットワーキン
グデバイスは、CDPパケットを廃棄するまでに 180秒間保持しま
す。

CDP保持時間は、CDPの送信間隔（cdp timer コマンド
を使用して設定します）よりも長い秒数に設定する必要

があります。

（注）

•この例では、seconds引数の保持時間の値は 30に設定されます。

CDPアップデートパケットが送信される頻度を指定します。cdp timer seconds

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
cdp timer 20

ステップ 4   

•デフォルトでは、CDPがイネーブルになっている場合、CDP更新
パケットが 60秒ごとに 1回の頻度で送信されます。

タイマーの設定時間が短いほど、CDP更新の送信頻度が
高くなります。

（注）

•この例では、CDP更新パケットが 20秒ごとに 1回の頻度で送信さ
れるように設定されます。

設定変更を保存します。次のいずれかのコマンドを使用

します。

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

• endコマンドを実行すると、変更をコミットするように要求されま
す。

Uncommitted changes found, commit them
before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]:

• end

• commit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
end

◦ yesと入力すると、実行コンフィギュレーションファイルに変
更が保存され、コンフィギュレーションセッションが終了し

て、ルータが EXECモードに戻ります。または

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#
commit

◦ noと入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了
して、ルータが EXECモードに戻ります。変更はコミットさ
れません。

◦ cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッショ
ンが継続します。コンフィギュレーションセッションは終了

せず、設定変更もコミットされません。

•設定変更を実行コンフィギュレーションファイルに保存し、コン
フィギュレーションセッションを継続するには、commitコマンド
を使用します。

（任意）

グローバルな CDP情報を表示します。
show cdp

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show
cdp

ステップ 6   

出力には、ルータで実行中の CDPバージョン、保持時間の設定、およ
びタイマー設定が表示されます。

CDP のモニタリング
このタスクでは、CDPをモニタする例を示します。

コマンドは任意の順序で入力できます。（注）

手順の概要

1. show cdp entry {* | entry-name} [protocol | version]
2. show cdp interface [type interface-path-id | location node-id]
3. show cdp neighbors [type interface-path-id | location node-id] [detail]
4. show cdp traffic [location node-id]

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コンフィギュレーションガイ
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

CDPを使用して検出された特定の近接装置また
はすべての近接装置に関する情報を表示します。

show cdp entry {* | entry-name} [protocol | version]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp entry *

ステップ 1   

CDPをイネーブルにしたインターフェイスに関
する情報を表示します。

show cdp interface [type interface-path-id | location
node-id]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp interface pos
0/0/0/1

ステップ 2   

CDPを使用して検出された隣接するデバイスに
関する詳細情報を表示します。

show cdp neighbors [type interface-path-id | location
node-id] [detail]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp neighbors

ステップ 3   

CDPを使用してデバイス間で収集されたトラ
フィックに関する情報を表示します。

show cdp traffic [location node-id]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp traffic

ステップ 4   

例

次に、show cdp neighborsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp neighbors

Capability Codes: R - Router, T - Trans Bridge, B - Source Route Bridge
S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater

Device ID Local Intrfce Holdtme Capability Platform Port ID
router1 Mg0/0/CPU0/0 177 T S WS-C2924M Fa0/12
router2 PO0/4/0/0 157 R 12008/GRP PO0/4/0/1

次に、show cdp neighborsコマンドの出力例を示します。この例では、CDPネイバーの詳細な情
報を表示するために、オプションの type instance引数をオプションのdetailキーワードと一緒に使
用しています。出力には、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方の情報が含まれます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp neighbors POS 0/4/0/0 detail

-------------------------
Device ID: uut-user
SysName : uut-user
Entry address(es):
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IPv4 address: 1.1.1.1
IPv6 address: 1::1
IPv6 address: 2::2
Platform: cisco 12008/GRP, Capabilities: Router
Interface: POS0/4/0/3
Port ID (outgoing port): POS0/2/0/3
Holdtime : 177 sec

Version :
Cisco IOS XR Software, Version 0.0.0[Default]
Copyright (c) 2005 by cisco Systems, Inc.

advertisement version: 2

次に、show cdp entryコマンドの出力例を示します。この例では、特定の CDPネイバーに関する
エントリ情報を表示するために、オプションの entry引数を使用しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp entry router2

advertisement version: 2

-------------------------
Device ID: router2
SysName : router2
Entry address(es):
Platform: cisco 12008/GRP, Capabilities: Router
Interface: POS0/4/0/0
Port ID (outgoing port): POS0/4/0/1
Holdtime : 145 sec

Version :
Cisco IOS XR Software, Version 0.48.0[Default]
Copyright (c) 2004 by cisco Systems, Inc.

advertisement version: 2

次に、show cdp interfaceコマンドの出力例を示します。この例では、Packet over SONET/SDH
（POS）インターフェイス 0/4/0/0に関する CDP情報が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp interface pos 0/4/0/0

POS0/4/0/0 is Up
Encapsulation HDLC
Sending CDP packets every 60 seconds
Holdtime is 180 seconds

次に、show cdp trafficコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp traffic

CDP counters :
Packets output: 194, Input: 99
Hdr syntax: 0, Chksum error: 0, Encaps failed: 0
No memory: 0, Invalid packet: 0, Truncated: 0
CDP version 1 advertisements output: 0, Input: 0
CDP version 2 advertisements output: 194, Input: 99
Unrecognize Hdr version: 0, File open failed: 0

次に、show cdp trafficコマンドの出力例を示します。この例では、指定のノードから CDPを使
用してデバイス間で収集されるトラフィックの情報を表示するため、オプションの locationキー
ワードと node-id引数を使用しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp traffic location 0/4/cpu0

CDP counters :
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Packets output: 16, Input: 13
Hdr syntax: 0, Chksum error: 0, Encaps failed: 0
No memory: 0, Invalid packet: 0, Truncated: 0
CDP version 1 advertisements output: 0, Input: 0
CDP version 2 advertisements output: 16, Input: 13
Unrecognize Hdr version: 0, File open failed: 0

CDP の実装の設定例

CDP のイネーブル化：例

次に、CDPをグローバルに設定した後で、PacketoverSONET/SDH（POS）インターフェイス0/3/0/0
で CDPをイネーブルにする例を示します。

cdp
interface POS0/3/0/0
cdp

グローバル CDP 設定の変更：例

次に、グローバル CDP設定を変更する例を示します。この例では、タイマー設定は 20秒、ホー
ルド時間は 30秒、および隣接デバイスとの通信に使用する CDPのバージョンは CDPv1に設定さ
れています。

cdp timer 20
cdp holdtime 30
cdp advertise v1

次に、show cdpコマンドを使用して CDPグローバル設定を確認する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show cdp

Global CDP information:
Sending CDP packets every 20 seconds
Sending a holdtime value of 30 seconds
Sending CDPv2 advertisements is not enabled

その他の関連資料
ここでは、Cisco IOS XRソフトウェアでの CDPの実装に関する参考資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
SystemManagementCommandReference』の「CDP
Commands on Cisco IOS XR Software」モジュール

Cisco IOS XR CDPコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Commands Master List』

Cisco IOS XRコマンド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
Getting Started Guide』

Cisco IOS XRソフトウェアスタートアップガ
イド

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の
「Configuring AAA Services on Cisco IOS XR
Software」モジュール

ユーザグループとタスク IDに関する情報

標準

タイトル標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

Cisco IOS XRソフトウェアを使用してMIBを
特定およびダウンロードするには、次の URL
にある Cisco MIB Locatorを使用し、[Cisco
Access Products]メニューからプラットフォーム
を選択します。http://cisco.com/public/sw-center/
netmgmt/cmtk/mibs.shtml

—

RFC

タイトルRFC

—この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイトでは、
製品、テクノロジー、ソリューション、技術的

なヒント、およびツールへのリンクなどの、数

千ページに及ぶ技術情報が検索可能です。

Cisco.comに登録済みのユーザは、このページ
から詳細情報にアクセスできます。
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